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J20a 全天X線監視装置MAXIの突発天体発見システムの現状と成果
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全天 X 線監視装置 MAXI は 2009 年 8 月から国際宇宙ステーション上で観測を始め、約 92 分で全天を走査
している。MAXI の主な目的の 1つに X 線新星や γ線バーストなどの突発天体を発見することがある。我々が
開発してきた突発天体発見システムは MAXI が毎秒地上に送信する X 線データをリアルタイムに解析し、様々
なエネルギーバンドやタイムスケールで強度変動する突発天体を自動で発見するシステムである。
これまでも同システムで突発天体が見つかると、ATel や GCN に報告してきたが、より正確な位置の決定等

に時間を要し、全世界へ報告するまでに半日から 1 日の時間がかかった。そこで、今年の 5 月から MAXI メー
リングリスト向け (http://maxi.riken.jp/mailman/listinfo)にメールで配信することにより、発見から約 1-2 時
間 (最短で数分)の内に速報できるようになった。そして、これまでに LMC X-4、Cir X-1、4U 1916-053 の他、
今まで知られていない突発天体を発見し、メーリングリスト登録者に速報した。また、春季年会から ATel に 5
件、GCN に 4 件の突発現象を報告してきた ( 6 月 21 日現在)が、中でも MAXI が最初に報告した LS V +44
17、Cyg X-3、Cir X-1 のアウトバーストは、その後も Swift や RXTE 衛星を始め、電波などによって追観測が
行われた。本講演では、GCN に報告された γ 線バーストの痕跡を自動で調査する新たな機能も加わったこれら
の突発天体発見システムの現状とその成果について報告する。


